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2020 年 9 月 30 日 

各 位 

 
オーペグ配合内用剤 

バリウム注腸 X 線造影検査の前処置における腸管内容物の排除に対する 
効能・効果及び用法・用量追加のお知らせ 

 
日医工株式会社は、オーペグ配合内用剤につきまして、本日 9 月 30 日、下記の通り、バリウ

ム注腸X 線造影検査の前処置における腸管内容物の排除に対する「効能・効果」及び「用法・

用量」の追加に係る承認を取得いたしましたのでお知らせいたします。 
これにより、先発医薬品と「効能・効果」及び「用法・用量」が同一となります。 
 
ジェネリック医薬品の普及のため、先発医薬品との「効能・効果」及び「用法・用量」

の違いを早期に解消し、患者様や医療関係者の皆様が安心してご使用いただけるよう取り

組んでまいります。 
 
記 
 

【効能・効果】（下線部追加） 
大腸内視鏡検査、バリウム注腸 X 線造影検査及び大腸手術時の前処置における腸管内

容物の排除 

【用法・用量】（下線部追加） 
本品 1 袋を水に溶解して約 2L とし、溶解液とする。 
通常、成人には、1 回溶解液 2～4L を 1 時間あたり約 1L の速度で経口投与する。た

だし、排泄液が透明になった時点で投与を終了し、4L を超えての投与は行わない。 
大腸内視鏡検査前処置 

１.検査当日に投与する場合：当日の朝食は絶食（水分摂取のみ可）とし、検査開始

予定時間の約 4 時間前から投与を開始する。 
２.検査前日に投与する場合：前日の夕食後は絶食（水分摂取のみ可）とし、夕食後

約 1 時間以上経過した後、投与を開始する。ただし、前日の朝食、昼食は残渣の少

ないもの、夕食は固形物の入っていない液状食とする。 
バリウム注腸Ｘ線造影検査前処置 

検査当日の朝は絶食（水分摂取のみ可）とし、検査開始予定時間の約 6 時間前から

投与を開始する。通常、成人には、溶解液の投与開始時にモサプリドクエン酸塩と

して 20mg を溶解液（約 180mL）で経口投与する。また、溶解液投与終了後、モ

サプリドクエン酸塩として 20mg を少量の水で経口投与する。  



問い合わせ先 
日医工株式会社 社長室 コーポレート・コミュニケーション部 

℡ 076-442-7026 
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大腸手術前処置 

手術前日の昼食後は絶食（水分摂取のみ可）とし、昼食後約 3 時間以上経過した

後、投与を開始する。 
 

以 上 


